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“室内音環境”聞こえのメカニズムと対応建材

「音声明瞭度をあげる天井材について」
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建材情報交流会 －建築材料から“環境”を考える－
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スクエアトーン・Ｄ 人の話し声の吸音性能に優れています。

スクエアート スクエアトーン・Ｄと同じデザインで、非吸音
タイプの化粧せっこうボード。
音を反射する部分、切断施工する部位に最適。

その他①凹部に専用ビス留めとしてきれいな仕上がりとなります。

②化粧せっこうボードなので、仕上げ工事が不要。

③不燃材料。

④ホルムアルデヒドを吸収分解する機能があり、
シックスクール対策に最適。

製品規格 厚さ9.5mm サイズ455×910mm 不燃
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設計手法

◇2004年に学校建築の吸音性能指針（案）が公表された。

◇教室の残響時間は０．６秒を推奨している。

◇この性能は、人の話し声（125～500Hz）が明瞭に聞こえる
ために必要。

◇この性能を得るために、天井に「スクエアトーン・Ｄ」を採用
することが最適。
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施工例
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東京都 江東区の中学校
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大阪市のオフィスビル 17



東京都 新宿区のビル改修工事（エントランスホール等）
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神奈川県 茅ヶ崎市の中学校
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東北薬科大学 新キャンパス整備計画新築工事
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都内オフィスのエントランスに施工
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スクエアトーン・Ｄ 約７００㎡
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